
第６回　ＮＩＥ帯広・十勝セミナー

「上士幌高校ての新聞作り］

北海道上士幌高等学校

　　　英語科／新開局顧問　佐々木あずさ

　　　日　時　２月９日（判13時30分より

　　　場　所　十勝毎日新聞社　５階告諭室



１ 　Ｌ士幌高校概要

い）歴史

　　　昭和２５忙

　　　　　２６年

　　３６年

　　３８年

　　４９牛

　　５２年

ﾄﾞ成　３年

　　　５年

　　！Ｚ年

　　１３年

　　！６年

　　１８年

（２）在校生

北海道川匠農業高呆学校ト士幌分校ｙして設筒

元海道_Lﾄ幌高等学咬斤しﾉご拉い院認可(定時削普丿行、農業科各

レ学級)

全日制普通科２号級となる

道立移管

定時訃啓業斜幄集停庄、斤目桐谷池斜１学緩増とかる

定侍制課程閉諜

全コ削節通行レ翌級減

完全２間口となる

　F生きケきとしプこ魅力ある高校づく引指定

　!'来襲を作る高校敦育幄迂し指定

　｢夢と活力あふわる高校づくり推薦事業|奨㈲交指定

　｢北を剖石入づくり｣アントレブレナーシッブ研究校指定

刀子（入） 女ト（人） 合計（人）

１　年　牛 ２１ ２２ ４３

２　吊　生 １７ ２３ ４０

ｊ　年，乍 ２０ ］７ ３７

合　　　計 ５８ ６２ ｊ２０

（３）本校の特徴

　　　　　　　・　各クラス２０名前後の生徒数のﾌﾞこめ、生徒個々人の成長課題がわかり

　　　　　　　　　個別指導が‾可能，

　　　　　　　・　一一年次前期は全賤が卵活に加入、加入率にづいては以下のとか（

・学校生活に目を向ける

・「やりきった」達成感

　　と真の岫信を持つ

総合学習を通しかﾄﾞ寧かキャリア教育の積み服れ

行事を大洲こしている（遠足２回、体育大会２回、学校聚、

　　　　　　　　　　　　刊後会、見学旅行）

多くの生徒が活躍できる場の設定（委員会活動、部活動、検定取得

発校集会での賞状伝達）
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テ　　レ　　ビ ３８ ３２ ６９

インターネット １３ ５ １８

新　　　　　聞 １３ ！０ ２２

携　　　　　帯 ４ ２ ６



２　新開の活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．。

　Ｕ）総合学昔とLlm

　　　　　　ﾋﾟﾄﾞづか体験レしニｙな、．長体験剛士Ｖ↓≒で,y｡･;4U万、’7彭4皇、永代なyj;ﾆ‰1にｼ廿

　　　　　　るかめい新問巾り

　　　　　　　　　①，ツ回かゾ号ケす昔Ｕづふ悍門才竹本験訪問」研俗縁

　　　　　　　　　ヅ　ヅ乙矢ＤLHKn中使ヘッ壮ｿﾞ戸別レ研昨録

　（２）新聞筒

新聞局員

　F百官」

∩川つ孚

　①　Ｂご1版サイズのワーフロ新聞

　②昨彫.行リい川ＯいレごΣ８号今回

　③，学校内の詣四く川八凱生徒言万作を山心とした記事

特い練習に汗を流す耶話狛や行がの率備に足り回る

生死匹心安を爪搦レ鈍感レ応援しようといテ気

打ちを持つのが目標

L寸暇町内で「欧剔と繋がろう

レハニ ・子のためには、硬派の新聞を眺めなけ

　　　　　　　　　ればからない

を変えようｙする筒慨

り

・７１

①　長期休業申仁汗拍するには∧体育石部昌は休みナシて征司に

　　　　　　　　　　　励行ムードができつつあるのだが‥・Ｏ

高校牝ことり、けるカ付け)庶ｲづ]発屯所の弔故について学ぶ

・ド皮フづヤケレツ∧づ)輪読犬

・ＮﾄIKぴ)ドキユメンクリー番組の揚窓

いざ収即行削、

ナ工匹ノブ｀イリ、ウクライ十、ベラルーシから、自分の世界

をよげるニとと他魯への挑感かもつ人間性の育成が目標‥・

ｊコママンガの掲轍

　　チョツとばかり政冷風制圧ラ！

　　鼎材や記事諮列こけ後ろ|勺き，で仁得意のマンガで表現

⑥　局員の成員

　　ﾚ秋江介士てヒトに関心を特比ないようにレていました」

引っ込み思案

公示大言に参すし訪欧と学習を涌レカをつけていく

　(こ定期的に新聞白話行する，アンテナを伸ばして収桐をし

　Ｃいて決七し.乗率に詰冊立今回が貨塵ス合に参加レ感動を

　非刊したいという剛い)

ﾚﾋﾋ幌石灰新聞」［1ﾄﾞ宇佐月レ仁ﾉ/ブロイ几k,，ヅ1
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Ｏ）ヤイ子インデ（ヅゾにの言学を偕望十るケ征大矢ｼﾞ）選列伎楽）
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⊇几し≒≒文によ不白己衷現わの渡欧

ヤ ク 試験対応ぴ）演習開題績

標準コースび絹江レレ吝が茶面争２頑に合賂予定（生白試験には十ごに万｛帽

上級コーフ､の才能：レ乞白茶検２紐に、ｊで1が旱］緩に万作

　　　　　　　　　　１乞が茶桧２袖に、ト孔が亭２織にツ片白言｛章紀試験に合格）

ホ」!高で培った笑語力で、じ高をブビ-一ﾚしてｽﾍﾟ

∩）新聞へぴ）投稿

　　　こいy刀意見を北海道に発信し4､ぅ！１

　　　　　　指教によるy効能宍存」？！

アンケートに答えてくだ肌

新聞を毎日読んでいる

仕合の出丸事に関心かおる

図書館前の新聞をほぼ晦日読物

家では新聞を講読している

アンケート

１で江口と答え七人だけ凹答レこ⑤ﾋﾞさい

北海退紅問

スポーツ新聞

|一勝毎目新開

目本経済新聞

二二王万万考石上｢仏土見仏

いいえ

いいえ

いし｛乙

いいえ
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皆目新|穴
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読売新問

・氷人が、社会に認めしれ九ご感じる屠　半

べへぇ、十二いいと貿粁て音ろ同級生

・投稿生徒に関わる教員の喜び（クラス、学年、前厄猷）
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講読している谷間を○で囲んでくだ似≒

ご協力かりがとうございました



【研修新聞の取り組み】

　貴重な『体験学習』の終着点が研修新聞の作成です。

これは事前学習と当日の体験学習をしのぐほど大変

な取り組みでした。

　学習班の集大成となる新聞作りにはいろいろな力

を結集させなければなりません｡締め切りまでの時間

分配 表現力、班員の仕事の分担など頭を悩ます課題

が山積していました。

　今回は［蹟いたところ」から何かを学んでいったは

ずです。出来上がった新聞を眺める生徒からは、「こ

うすればよかったナア」という呟きが聞ニえてきまし

た。次の行事での取り組みにつながる「力」を身につ

け、協力し合って完成させるという「総合力」を磨い

ていく大きなキッカケになったはずです。

　生徒自身、出来上がりに満足はして

いません｡今度はどんな工夫をするの

か考えながら、どうぞゆっくりお読み

ください。
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１
－

･ぷこ利むべき

　研修の柱となってくれﾌﾞごのが、１年Λ組の徴木枠さん、そして１年Ｂ組

の白石はるかさんだ。走路委員とレしどの湯治仁Cもとても気持九よく仕

事を引き受け、常に笑顔でその鏝程合果こt一万くれた。私たち教師にとっ

てこんなに力づけられることにない.づ勺分だらの学びか自分九九で責任を

持とうというF思想jは-一朝一タで出交トがるものではない。きっと、それ

までにはいろいろな壁を乗り越えてJ6歳になったのでけないかと確信す

る。

　さて、ここに二人の浹葉を縦せておきたい，出発式と解散式の生徒代表

挨拶をしてくれたとき、私からは胸が熱く々っ/≒この研修の意義をしっ

かり考え、自分らしい言葉ﾆｰ個性で芝草を発信してくれ力こ私たち教員は

何のフドバイスもしていない,．彼私たちの大粟を聴ぎ、「物事を考え」「自

分の個性」を表現できる生徒が育っていると実感する挨拶だった。

－～-－--－一一一一一

りｒ「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞作成について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年Ａ組佐々木郁美

　新聞作りは、思っていたより仁難しかっかです。編集を任された身でありながら、打ち込み作業は何一つできまぜ

んでした。でも班員が、自分の代わりにワ一プ削ご入力してくれました。朗限には間に合いませんでしたが、何とか

提出することができました。これも全然、現員のおかげだと思い圭一几山分のいない問に作業を進めてくれてとても

嬉しかったし安心もしましたが、何もてキなくて中し訳ない気持≒でいっぱいです、みんな、部活勣などでいろい

ろ忙しかったと思うけれど、一生懸命やづ(イれまし削みんなの座業を!.でいる姿を見て、自分の無力さを思い知

らされました。

　この新聞作りを油していろいらなことを学べ支した、みんなで一ぶバ､のを作りＬげることの難しさや、時間厳守

という時間の使い方についても考えさサられまハ.右,，みんなの勾にびハなかっかけれど、新聞ができたときはすごく

嬉しかったで十。ここで学んだこと夕、次の学校行事に生かしていぎま才。
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は
違
う
。
大
学
で

る
」
と
い
う
こ
と
で
一
香
気
を
配
　
　
は
勉
強
と
言
っ
て
も
た
だ
の
勉
強

っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？
　
　
　
で
は
な
い
。
自
分
の
可
能
性
を
高

Ａ
、
福
祉
と
は
生
活
を
支
え
る
こ
　
　
め
る
と
言
う
、
未
来
の
道
を
り
り

と
で
存
在
し
て
い
ま
す
。
一
方
的
　
　
間
く
た
め
’
の
大
切
な
場
所
。

な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
そ
の
人
　
　
　
お
世
話
に
な
っ
た
佐
藤
さ
ん
を

の
生
活
が
ど
の
よ
う
な
要
素
で
で
　
　
始
め
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

き
て
い
る
か
を
考
え
、
福
祉
と
生
　
　
た
先
生
方
に
本
当
に
感
謝
し
て
い

活
と
の
両
方
か
ら
支
え
る
こ
と
に
　
　
ま
す
。



でで　乙味り　恥ンままごう申ヤデそフ瓦TRFつ笥

き闇雲盾・のぎゐグししンでなぎイぃで・リ施茨し
１し/際じ薬だ井ダジだたグしん見ビうしデ≒設井ま

レでに£紫め掌厚ム゜゜ザたてyまンス､かカナが掌し
た｀臼しをの認なやそ回祚･すレデケも＜祚面面だ
゜配分だ膚愧犬ご｀の分裂罰!だ月Ｄそて脊り犬゜

　ヽヽの゜だ設屡筧介舵むでにぢ゜のル悪い館ま乍
　篇目　ず伺こダ護にやきロよ壁ﾌﾞ)でがｶヽ乞しに
石

器

こで
‰

ず伺こダ護にやきロょ壁ﾌﾞ)でがｶヽ乞しに
慟はぱしの５リるッ７が|しヨも筧たぱ

毅な勉まベトたｈ７ときル爪フ家業Ｕだ
もく夕じレくコフ酔･の尽も栗し芸く
め｀ｔだﾄﾞ≒な乞タいル氷次あもま初さ
る急が゜がニリ見イそののにるあしにん

　
士
珂
ヤ
九
日
．
私
た
ち
五
蜀
は

９
応
急
ｔ
衷
井
ダ
園
大
挙
ｂ
包
訪

施
設
に
つ
い
で
言
明

浅
井
挙
厦
上
陳

前
進

全ず類る乙吟怜たは£斎rきく可の

ぐの乙ぽ闇ご゜靫･jど擾ぱ穴レメこ,に
｛昨水本でがをあえそたの本きてぎに
わにがきぎな盛うぎやぃヤざいいご穫
うかたにかくじ唐衣でではに回るづ
なるぐ晨かてまめぴし今広庭誉び生で
い普ざく・申していたドす勢奮寡捷ぃ
ん通んてた乞だ生ぼハどしでヽ牽がる
だ・あいけ見c貌とjむ乙てます。磨乙
なごぎゐろど挙醒のあ飢差何じ数で乙
あ　そん諮す書人り永っどた見准ぱ
乙
番

うだに必曾東まのてがE鳶ずで掌
思乙忿覆よごぱのし參し退化ご使秘

燃

郎
翼
に
穫
。
た
ご
蛤

便
な
く
ま

い
才
｀
し

に
は
い
乃

た活ん

訪
問
レ
で

い
ま
し
た
。

　
猿
橋
に
、

゜でなご

　ぎ恵く
　石投ケ

齢
づ
４

乙
ご
ろ
だ
乙

講兼の風菓マ

l

回

||゛

゛

|

li

″

……’

|

,

ｻﾔ白

j゛i賢一._　　“ヽ゛･　　｀゛とﾛヴﾔﾗだｼ
溜征乙壮士福祉

　　　について

　友ヂ勿めに講城ふ佑胞ぽ瘤訟に
対するイｚ－ブを奢ルなに服ぃで
僕進は考えご他ら衷£した。かん
なは手だずけ・艦ぃやい介護・
人のだ必に剪がをヂ石ニご’･協力
なむごl鮨伍に答んました。
　ｙに祁叙ご牝会漏なの菱昧にっ
ぃて拿強しました。麿左としは『季
盾・　芒な状践を仮っ、鉦げるＪ

という尭昧か、牝鹿善左ごぽr計
へ　S･/， ･，　〃/兪。作殖か乙してそのような人々
を葵んていがなげゑは｀な弓なぃ、
台か白身や身近な人（蒙簾）なご
り痢禰だけでヽぽ醤趣が浙演しなぃ
４その他の参勤けが必要ごなぶ、

あ眉んが生活してぃ＜上芒ヽ裸崖を
抱えるＪ乙いう無味です。ダは自
分がｲｘ－ジしでた希証ｈま虚ヴ
だ．ざらに澪証とか会蕃女の爽昧
瓦知づだ。

　萬いで舞箆にある教合着泉の問
題にワぃで｛勉強しました・灘址

に必石碁会答証・関原ごぱ荼誉が
虐樗を々げでぃる・公厠にホーム
レ叉ヴ増んてぃ盾・老人が－んか
落らず事を不ぞずヴでぃる乎だそ
クです。

　今回の講義で鳶くざんの乙乙が
匹

　とか捧
　いＸｸ縮今

　ま芦だを回

　し挙けざの
　た淑ごぜ刄
　゜のダでや

　方ん右折
　々だ弓問

　　｀軋心
　審ぽ£私

　台所し浬

　にく鳶ば
　あさ叱
　りん呼で

　があ聞ら
　いﾉぽ資
　うよダ重

　ゴよ瓦一一

綸
重
役
記

施設を臼陽て･

ｺﾞ特科肘よ円し談論リ乙でも元気していました・介護坦の施
公ぱもぢろん、その他にも祚農貧が３っ

右あったりど運動。できる　叙がたくさ
んあります。学生以外の一

巻

のだ、特に
欄芋　北なごが砂く訪衷てぃましだ。
　介
|}

厠の施設ぼとても立派でしだ。全
体的にギレイでヽ清潔庭があり、ベヴド｀の

ざもだくごんあり、まぶてy岑岑の満配の
几ク

計たか

くごんあり、まぶてy岑岑の満記の
レた。

とも７ご、いろいろな酒簑を見で
ったそす。



未
来
の
扉

一
大
原
医
療
福
祉
専
門
学
枝
　
Ｅ
班
】

　
私
た
ち
は
九
月
ニ
ト
目
に
大
原

医
療
福
祉
専
門
学
校
に
行
っ
て
き

ま
し
大
穴

　
大
原
の
構
造
は
地
下
に
一
階
、

地
上
に
匹
階
で
部
屋
数
が
多
か
っ

た
で
才
。
調
理
・
家
政
室
や
歯
科

準
備
皇
、
入
浴
実
習
室
な
ど
、
私

格
的
な
施
設
が
整
っ
て
お
り
ヘ
エ

レ
ベ
ー
ー
タ
ー
も
病
院
と
同
じ
サ
イ

ズ
二
万
ッ
ｙ
≒
‐
４
り
’
’
Ａ
ｆ
ん
－
４
．
ハ
ふ
Ｊ
』
〃
ｄ
］
・
で

し
た
，

　
入
浴
室
に
あ
そ
浴
槽
は
、
底
が

班長須藤千紘

記録佐蕎友梨

編集佐々水枇美

発表白石はるか

発表斎藤友晶

　
そ
う
い
っ
た
整
フ
た
設
備
の
中

で
、
大
原
は
実
習
を
多
く
取
り
入

れ
、
よ
り
実
践
に
近
い
授
業
を
本

格
的
に
受
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

学
校
の
外
に
出
て
、
病
院
へ
体
験

実
習
を
受
け
に
行
フ
た
り
も
し
ま

す
。
　
学
校
を
出
た
ら
そ
の
ま
ま
就
職

ト
が
７
で
く
る
形
で
、
里
者
側
も

看
護
側
し
負
担
の
か
か
ら
な
い
最

新
の
浴
槽
で
し
た
．
費
用
は
約
．

子
万
円
だ
そ
う
で
す
、
，
そ
れ
に
脱

胎
つ
が
人
間
に
近
い
人
形
な
ど
の
　
　
一

看
護
の
練
習
に
使
う
人
形
谷
約
　
　
一

五
和
万
円
）
な
ど
が
い
く
つ
も
あ
　
　

』

り
ま
し
仁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

が
で
き
る
よ
う
に
、
大
原
医
療
福

祉
専
門
学
校
は
よ
り
確
か
な
方
法

で
短
期
間
で
確
実
な
実
力
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
取
り
組
み
が
多
く
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
将
来
の
道
が
決
ま
っ
て
い
る
の

な
ら
、
大
学
よ
り
も
専
門
学
校
へ

の
道
を
通
る
方
が
よ
り
し
っ
か
り

と
し
た
土
台
作
り
が
で
き
、
迷
い

の
な
い
意
志
が
作
り
上
げ
ら
れ
、

就
職
に
も
っ
き
や
す
く
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

　
も
っ
と
知
り
た
い
大
原
医

療
福
祉
専
門
学
校
！

＠
、
保
育
福
祉
学
科
に
選
択
授
業

が
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
、
夜
間
の
学
科
の
た
め
、
講
師

を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

す
、
、

Ｇ
ゴ
フ
校
側
が
牛
徒
に
求
め
て
い

る
の
ぱ
な
ん
で
寸
か
？

Ａ
．
。
時
問
を
守
る
こ
と
ぐ
ら
レ
で

す
。
校
則
は
な
く
．
．
牛
一
徒
た
ち
は

自
由
な
服
装
や
髪
型
を
し
て
い
ま

す
が
、
実
習
前
に
は
白
分
た
ち
で

な
お
し
ま
す
。

Ｑ
。
子
弟
入
学
制
度
に
つ
い
て
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
，
子
弟
入
学
制
度
と
は
、
自
分

の
兄
や
姉
・
、
ま
た
は
親
が
大
原
の

辛
菜
生
だ
っ
た
ら
、
入
学
金
（
十

一
万
円
）
が
免
除
に
な
る
と
い
う

制
度
で
す
。

寡
門
学
校
の
利
点

　
専
門
学
校
は
大
学
と
比
べ
、
自

分
の
学
び
た
い
こ
と
を
よ
り
深
く

追
求
し
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

こ
ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
一
人
一
台
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
用
で
き
て
、
そ
れ
そ
れ

自
分
に
必
要
で
あ
る
知
識
や
資
格

な
ど
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
し
た
。
決
め
ら
れ
た

時
問
の
な
か
で
偏
人
個
人
自
分
が

求
め
る
も
の
を
学
び
、
勉
強
面
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
に
も
自
己
を

向
―
さ
せ
ら
れ
る
‥
場
所
で
あ
る
と

払
と
ち
は
思
い
ま
し
た
。

　
ｙ
乙
の
ｙ
」
と
が
専
門
学
校
の
利
点

て
あ
・
る
と
私
た
ち
は
思
い
ま
す
。

Ｓ
謳
　
篆
　
禄
　
記
　
～

　
専
門
学
校
と
言
う
も
の
は
、
大

服
医
療
福
祉
専
門
学
校
へ
行
く
ま

で
は
、
学
校
の
敷
地
内
に
す
ご
く

お
お
き
な
校
舎
な
ど
が
あ
っ
て
、

物
々
し
い
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す

所
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　
だ
が
、
実
際
訪
問
し
て
み
る
と

校
舎
そ
の
も
の
が
ビ
ル
だ
と
知
っ

て
び
っ
く
り
し
た
。
充
実
し
た
設

備
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
雰
囲
気

も
落
ち
着
い
て
い
て
、
勉
強
し
や

す
い
環
境
だ
と
思
っ
た
。
そ
ん
な

環
境
の
中
で
実
際
に
模
擬
講
義
を

行
い
、
点
字
な
ど
も
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　
こ
ん
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
犬
原
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



具だくさん 界
を
廻
っ
た
長
潮
さ
ん

一
上
士
幌
高
校
　
Ｈ
班
】

グ
ラ
タ
ン

　
調
理
実
習
を
体

験
さ
せ
て
も
ら
い

Ｇ
班
と
合
同
で

　
つ
マ
カ
ロ
ニ
グ
ラ

タ
ン
∇
を
作
り
ま

し
た
。
わ
た
し
た

ち
は
最
初
、
下
ご

し
ら
え
と
し
て
食

料
を
切
ら
せ
て
も

ら
っ
た
り
、
え
び

班長星裕太

記録佐藤亜依

編集新田知恵美

発表談谷聡美

発衷田中杏奈

を
と
ら
ゼ
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
次
に
食
材
を
大
の
通
り
が
悪

い
順
に
い
た
め
て
い
き
、
そ
の
後
、

先
生
が
作
ぅ
て
お
い
て
く
れ
た
ホ

ワ
イ
ト
ソ
ー
ー
ス
に
い
た
め
た
食
材
、

マ
カ
ロ
ニ
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
、

ナ
ベ
を
大
に
か
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
塩
、
ニ
し
ょ
う
で
味
を
調
え

て
生
ク
リ
ー
ム
を
た
く
さ
ん
入
れ

ま
し
た
。
生
ク
リ
ー
ム
を
入
れ
る

と
お
い
し
く
な
る
そ
う
で
す
。
最

後
に
、
グ
ラ
タ
ン
を
お
皿
に
入
れ

の
殼
む
き
や
背
腸
　
　
て
、
．
い
ろ
ど
り
に
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

を
入
れ
、
チ
ー
ズ
を
か
け
て
１
０

分
く
ら
い
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
グ
ラ
タ

ン
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
、
お

い
し
く
で
き
ま
し
た
。

゛゛゛弔!!阿saJ

　　　　　　　　　　　ﾌﾞf、

　　　　j゛F　　　　几
や

や．，　．．’

　　　　’．?　　１　　１　｀ｌ　　　ｌ， ．｀’｝Ｉ’「

　’･‾こｔ、」りぶぷこ;、　　

｜

　　　　　　　｛－　　　ｊ

　　　　　　　　罵

フ
甲
矢
は
、
グ
ラ
タ
ン
の
具
を
い

た
め
る
佐
藤
亜
衣
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
ｊ
臨
〕
｛
Ｔ
７
）
本
ご
長
牡
封
さ
ん
ｊ

副
学
校
長
の
長
洲
先
生
は
私
達
に
ズ
本
を
持
゜
て
長
流
先
生
は
欧
か
い
ｊ
　
料
理
は
今
あ
る
食
才
で
作
れ
な
け

グ
ラ
ク
レ
の
調
理
実
習
を
や
ら
せ
　
　
行
っ
た
そ
う
で
す
。
英
語
な
ど
話

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
長
洲
先
　
　
せ
な
く
て
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て

生
け
料
理
に
つ
い
て
や
学
校
の
こ
　
　
も
料
理
は
世
界
共
通
の
文
化
な
の

と
、
自
分
の
こ
と
な
ど
話
し
て
く
　
　
で
料
理
が
で
き
る
か
ち
ん
と
し
た

れ
ま
し
た
。
そ
の
話
の
申
で
「
志
　
　
腕
を
持
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
へ
行
っ

を
高
く
持
つ
≒
包
丁
２
本
で
世
界
　
　
て
も
通
用
す
る
そ
う
で
す
。

へ
行
け
る
」
と
い
う
２
つ
の
話
が
　
　
　
他
に
も
、
実
習
中
長
洲
．
先
生
が

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
『
頭
が
良
す

ぎ
て
も
、
悪
す
ぎ
て
も
ダ
メ
」
だ

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
と
、

食
べ
さ
せ
る
人
の
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
て
作
る
と
気
持
ち
も
伝
わ
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

参　１
｀
侭
’
‘

お
宮
島
学
園
の
施
設

は
調
理
の
勉
強
を

拶
へ
　
　
し
た
い
人
に
と
て

チ
ン
」
と
い
う
調
理
の
た
め
の
専

門
的
な
機
具
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し

た
。
火
力
の
強
い
ガ
ス
台
や
、
実

習
で
作
っ
た
も
の
を
食
べ
ら
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
あ
る
と
て
も

広
い
調
理
場
で
し
た
。
大
き
な
オ

ー
ブ
ン
が
何
個
も
あ
っ
た
り
、
ワ

イ
ン
セ
ラ
ー
も
完
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
卒
業

パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
行
わ
れ
る
ら
し

い
で
す
。
と
て
も
す
ば
ら
し
い
キ

ッ
チ
ン
で
し
た
。

い

･--

ま
し
た
。
扉
に
は
、
調
理
の
学
校

ら
し
く
野
菜
な
ど
の
絵
が
揃
い
で

あ
り
ま
し
た
。
き
れ
い
な
所
で
学

生
さ
ん
も
落
ち
着
い
て
勉
強
で
き

る
と
思
い
ま
し
だ
。

臓
象
徴
祗

今
回
、
宮
島
学
園
を
訪
問
し
て
調

理
師
専
門
学
校
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
よ
か
っ
と
で
す
。
長
洲
先

生
の
話
や
授
業
を
受
け
て
る
生
徒

を
見
て
、
と
て
も
感
勤
し
ま
し

た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



伊
江
島
民
泊
レ
ポ
ー
ト
【
　
Ｇ
班
　
」

　
伊
江
島
と
の
出
会
い
と
別
れ

　
【
メ
ン
バ
ー
」
松
山
由
佳
　
大
西
悠
加
　
菅
原
理
衣

　
　
　
　
　
　
岩
田
ま
ど
か
　
阿
部
美
保

　
伊
江
島
の
名
高
真
さ
ん
の
お

完
に
民
泊
し
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
か
ら
「
お
っ
か
Ｉ
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
言
わ
れ
よ
Ｌ
だ
。
お
っ
・

か
・
‐
‐
は
と
て
も
明
る
く
て
薪
レ

人
顔
負
け
の
ハ
ッ
チ
ャ
ケ
ぶ
り

で
ユ
ー
ー
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
方
で
し

た
。
　
お
っ
か
ー
’
の
家
で
は
、
沖
縄

の
お
菓
子
、
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ

ー
ギ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昧
は
ド
ー
ナ
ツ
に
似
て
い
て
、

形
は
小
さ
い
球
形
の
も
の
で
し

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
、
ま
た
、
沖
縄
料
理
を
教
ス

て
も
ら
い
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
で

シ
ー
サ
ｊ
の
置
物
作
り
も
し
ま

し
た
。
み
ん
な
真
剣
に
作
り
、

と
て
も
レ
い
出
来
ば
え
で
し
た
。

　
海
体
験
で
は
ツ
イ
ン
に
ボ
ー

ト
に
災
亘
て
七
ら
い
、
ボ
ー
ー
ー
ト

の
操
縦
も
し
ま
し
た
。
５
入
の

中
で
、
大
所
悠
加
さ
ん
と
松
山

山
住
さ
ん
の
操
縦
が
荒
か
っ
た

俗才◇ﾄﾞﾚｽ士ﾌﾞ才ﾙ|ﾙ

で
す
。

　
伊
江
島
観
九
万
は
、
城

山
に

登
り
ま
し
た
。
頂
上
は
と
て
も

見
晴
ら
し
が
い
い
所
で
し
た
。

私
た
ら
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
食
べ

た
い
と
ぼ
う
レ
ス
お
っ
か
ー
が

近
削
に
あ
る
げ
ト
ウ
キ
ビ
の
畑

に
い
た
夫
婦
に
交
渉
し
、
食
べ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ト
ウ

キ
ビ
は
、
か
む
ご
と
に
甘
く
な

っ
て
い
き
、
と
て
も
お
い
し
か

、
ノ
几
で
す
。
そ
し
て
お
ト
ー
産
と

し
て
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
米
軍
基
地
の
前
で
は
記
念

撮
影
を
し
、
夜
は
も
う
コ
窟
城

山
に
来
て
星
を
見
ま
し
た
。
星

と
伊
江
島
の
家
の
光
で
と
て
も

き
れ
い
な
夜
景
で
し
た
。
帰
り

に
は
た
く
さ
ん
の
お
牡
産
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
〈
編
集
後
記
〉

　
ニ
の
見
学
旅
行
の
中
て
の
伊

江
島
民
泊
は
、
伊
江
島
の
入
た

ら
の
優
し
さ
と
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
’
』
の
民
泊
を
通
し
て
み

ん
な
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し

た

３３



伊
江
島
民
泊
レ
ポ
ー
ト
【
　
Ｆ
班
　
］

伊
江
島
生
活

【
メ
ン
バ
ー
】
小
林
亜
衣
花

　
　
　
　
　
　
石
川
強
豪

　
私
た
ち
の
班
は
沖
縄
料
理
を

学
ぶ
た
め
玉
城
長
良
さ
ん
の
民

家
に
お
す
話
に
な
り
ま
し
た
、

で
も
、
沖
縄
料
理
は
時
開
示
か

長
屋
麻
里
子

坂
井
亜
希

が
る
と
い
う
こ
と
ご
食
べ
て
学

ぶ
と
言
う
こ
と
に
な
り
、
急
建

具
細
工
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
具
細
工
で
は
、
海
で
升

ヤ
ゴ
や
貝
を
拾
い
ス
ト
ー
フ
ッ
ブ

を
作
り
ま
し
た
。

　
驚
い
た
こ
と
は
島
に
コ
ン
ビ

ニ
や
お
み
や
げ
昭
さ
ん
が
あ
っ

た
こ
と
と
、
追
加
入
り
組
ん
で

い
て
「
こ
ん
な
と
』
’
一
ろ
に
も
道

路
―
・
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
追

に
迷
わ
ず
ス
イ
ス
ｆ
と
走
・
『
で

い
ま
し
た
。
伊
江
・
浩
は
小
さ
．
い

島
な
の
で
一
日
で
周
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
小
さ
い
の
に
グ
ス

ク
山
と
い
う
山
や
ワ
ジ
イ
と
い

う
海
が
あ
り
、
見
所
加
ぎ
っ
し

り
と
詰
ま
っ
た
素
敵
な
島
で
す
。

　
島
中
を
案
内
し
て
も
ら
い
、

伊
江
島
に
も
戦
争
の
傷
跡
が
良

か
っ
た
こ
と
が
、
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
伊
江
島
に
あ
る
資
料

館
の
巾
は
戦
争
の
傷
み
を
物
語

る
か
の
よ
う
で
し
た
。
あ
と
、

沖
縄
の
名
産
物
な
ど
を
教
え
て

も
ら
っ
て
、
マ
ン
ゴ
ー
は
宮
崎

県
の
フ
ル
ー
ツ
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
、
沖
縄
の
フ
ル
Ｌ
－
ツ
だ
ど

知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伊
江

島
で
は
水
が
人
変
政
重
て
、
お

風
呂
に
お
湯
を
溜
め
る
の
は
年
　
　
ま
し
た
。

に
・
回
く
ら
い
だ
と
学
び
ま
し

た
。
　
感
動
し
た
こ
と
は
ビ
ー
チ
で

遊
ん
だ
時
に
、
海
の
億
万
透
き

通
っ
て
綺
麗
だ
っ
た
こ
と
で
す

ま
た
、
貝
細
工
を
し
て
ビ
ー
ズ

な
ど
の
細
か
い
作
業
が
と
て
も

天
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
一
つ
完

成
す
る
た
び
に
達
成
感
を
感
じ

こ
の
レ
ポ
ー
・
ト
を
害
い
て
、
伊

江
島
で
の
思
い
出
を
ま
た
思
い

出
す
ｙ
ぃ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
体
験
は
も
う
あ
る
か
ど
う
か

わ
か
ら
な
い
の
で
い
い
体
験
に

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
お
匪
話

に
な
り
ま
し
た
。

３２



平成１９年９月１３口牝海道ヒ士幌高等学校(第１８号)

新人野

する選手達活
｀二 １ ２ ３４ ５ ６

　－
０

７８９計

緑陽 ００ ０００ ２４

０

３ ９

上士幌０ ００ ００ ００ ３ ３

ダぱ印石竹］

顎
牙
ａ
Ｍ
桟
汰
ｌ
か

４
‐
４
４
ｓ
Ｑ
Ｑ
４
０
ｊ

9
｝
’
J
4
9
z
/

皿、
ぞべご

ノ‰
ド

に
上
士
幌
対
格
広
縁
陽
の

一
新
人
戦
が
開
始
が
一
目
遅
れ

ま
し
た
が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
生
か
抜
け
、
一
一
工

作
生
か
主
体
と
な
っ
た
新
チ
ー

ム
臨
ん
だ
試
合
で
す
。
一
回

か
ら
五
回
ま
で
は
阿
校
目
立
っ

た
ミ
ス
も
な
く
、
無
得
点
で

一
『
ゲ
ー
ム
が
進
ん
で
い
き
ま
し

ョート野小１

ピッチャー稲

レフト部南
－ ㎜ ㎜ ％

キヤッチヤづ取名

　
　
一
　
　
一

－
－
－
１
－
－
－
Ｈ

ファースト雄

ツ
｛
順
丿
1 5

七
回
、
ハ
回
、
九
回
で
緑

セカンド瀬
６

-========-=　　1-　-一一'一一
　鈴木ｉサーy

　　_._._______し＿_____-.

‾玉木しンター

７
‐
‐
同
）

U ㎜ ㎜ ふ =一一　　　 -

・ 　 　 　 － = －

トライ9i松尾

八
番
バ
ッ
タ
ー
の
玉
木
君

陽
に
得
点
を
加
え
ら
れ
９
対
一
が
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
、

ｏ
と
さ
れ
る
も
、
九
回
裏
の

た
。
ノ
ー
ハ
回
に
上
士
幌
は
満
塁
］
上
牧
の
‘
攻
撃
。
先
頭
バ
ッ
タ
ー

塁
に
出
て
い
た
名
取
君
が
ホ
ニ

ム
イ
ン
し
二
点
目
を
返
し
ま

一
で
、
先
訓
点
を
得
る
チ
ヤ
ン
ー
の
南
部
・
君
が
セ
ン
タ
ー
ー
前
二
す
。
そ
し
て
几
番
バ
ッ
タ
ー

一
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
借
し

て
も
得
点
を
入
れ
る
こ
と
は

ぞ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
巡
び
、
一
塁
へ
走
り
、
相
尹

松
尾
君
の
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
フ

ーの
ミ
ス
で
一
塁
へ
。
次
‘
の
バ
ツ
ー
ト
で
三
点
目
を
返
し
ま
し
た
。

一
タ
１
’
は
四
番
名
取
君
、
．
こ
の
　
こ
の
回
で
三
点
を
入
れ
た

鄭
－
宍
。
，
…
…
。
…
…
。
Ｅ
，
。

・

　
手
　
　
　
　

匠

て
ン
ク
ビ
ュ
士

?
ｙ
％
％
ａ
,
７
…
…
…
…
…
…
。
‐
’
Ｍ
ｊ
悦

小
野
内
章
人
君

　
惜
し
い
所
ま
で
い
っ
た
の

に
負
け
て
し
ま
っ
た
の
が
口

惜
し
い
。
も
う
少
し
や
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
夏
休
み
の
妓
初

は
チ
ー
ム
的
に
あ
ま
り
よ
く

な
か
っ
た
が
、
最
後
の
ほ
う

は
と
て
も
よ
か
っ
た
。
こ
の
‐
‐
‐

経
験
を
元
に
次
の
存
と
夏
の
一
一

大
会
に
つ
な
げ
た
い
。
　
　
一
一

宮
内
継
馬
君

　
が
ん
ば
っ
た
が
、
７
回
か

ら
点
を
入
れ
ら
れ
て
ロ
隋
し

か
っ
た
。
、
途
中
ま
で
０
点
で

と
き
南
部
首
が
３
塁
へ
盗
塁
。
一
も
の
の
９
対
３
で
惜
し
く
も
・
抑
え
て
い
た
が
、
自
分
た
ち

相
手
が
ボ
ー
ル
を
落
と
し
、

そ
の
隙
に
ホ
ー
ム
ヘ
走
り
込

み
、
一
点
を
返
し
ま
し
た
。

屯
λ
振
引

か
』
７
か
Ｑ

／
‐
～
ド

／
―
＼
い
、
一

／

慧

テ
レ
ビ

平
価

Ａ二
一 一

帯
広
縁
陽
高
校
に
敗
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
選
戈
か
ら
の
’

成
長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
試
合
で
し
た
。

の
’
力
不
足
で
た
く
さ
ん
点
を

人
れ
ら
れ
て
し
ま
い
、
力
が

及
ば
な
い
と
感
じ
た
。

応
援
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
六
回
ま
で
よ
く
戦
っ
て

れ
た
と
思
う
。
あ
と
一
本

れ
は
変
わ
っ
た
と
思
う
。

リ
中
村
さ
ん
１

‐
‐
ｊ

と
て
も
Ｊ

い
ま
す
。

１
‐
張
っ
て
い
た

石
工
さ
ん

－て
い
て
よ
か
っ
た
。

さ

白
川

ず
且
¨
壮
言
ブ

近
間
亮
太
君
　
　
　
「

　
と
て
も
借
レ
い
試
合
だ
二
編
集
後
記

た
。

が
、

途
中
ま
で
は
よ
か
っ
た

も
う
少
し
と
い
う
所
で

力
が
及
ば
な
か
っ
こ
、
最
後

の
３
点
は
み
ん
な
の
力
が
出

　
今
回
の
‘
新
聞
は
締
め
’
切
り

に
聞
に
合
う
か
ど
う
か
不
安

で
し
た
、
．
庄
直
と
こ
ろ
き
つ

せ
て
よ
か
っ
た
。
チ
ャ
ン
ス
゛
か
フ
た
け
れ
ど
、
何
と
か

‐
‐
が
生
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
が

残
念
だ
っ
た
。
悪
い
と
こ
ろ

は
察
し
て
見
当
た
ら
な
か
っ

た
し
、
い
い
所
が
沢
山
あ
っ

た
。

わ
っ
て
よ
か
っ
た
で
ず
。

大
林
山
下
機
内

和
也
祐
貴
慎
輔



平成１り年１０月２４日北海道上ﾄ幌高等学校(第21号)

高に体験入学中学生が上

６６人力《授業や吝旧舌動を体験

濯
漕
『
づ

耶
刊
翔
副
泌
枡
Λ
個
斤
痍
琵
①
レ
犬
仁
七
引

し
た
。
説
明
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
、
体
験
長
髪
（
体
育
、

利
）
が
実
施
さ
れ
た
。
学
校
説
明
会
で
は
、
生
心

竹
部
が
制
作
し
た
ス
ラ
イ
ド
や
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
ビ
デ
才
兄

が
ト
映
さ
れ
、
上
高
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
匯

吹
奏
楽
節
の
演
号
野
球
部
と
バ
レ
ー
部
に
よ
る
校
歌
一

露
が
あ
っ
た
。
体
験
入
部
で
は
、
中
学
生
が
高
校
土
止

に
部
活
動
か
体
験
し
心
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
」

‐
　
‐
‐
‐
‐
‐
．
．
．
．
．
．
‐
．
．
．
．
．
．
．
　
．
．
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

思
い
や
る
こ
と
が
大
回
レ
作

体
験
入
学
の
メ
イ
ン
と
な
≒
≒

る
体
験
良
吏
が
各
教
室
で
ハ
ー
レ

わ
れ
た
、
三
教
科
の
う
ち
、

依
存
の
長
安
で
は
、
櫨
祖
先

牛
と
助
手
の
伊
旅
先
生
か
授

業
を
行
っ
た
。
授
業
は
、
靴

の
廣
き
力
か
ら
始
ま
っ
心
≒

上
1
‐
幌
中
学
の
生
徒
が
ナ
該

以
上
を
占
め
た
か
、
ゲ
ｊ
ム

な
ど
を
涌
し
て
．
、
他
校
の
圭

徒
と
コ
々
ヘ
ユ
ニ
ケ
、
‐
ｊ
シ
ョ
ン

を
回
り
、
楽
し
い
極
楽
が
展

開
さ
れ
た
。

　
生
徒
仝
匯
が
于
を
つ
ー
な
ぎ

ウ
ェ
ー
ブ
を
作
る
も
の
で
は
、

ま
わ
り
に
あ
わ
せ
て
ウ
ェ
ー

ブ
か
作
る
ご
と
に
回
戦
し
て

い
た
、

I 一 嶋 ぶt゛以･iW皿,'を‘･　ｌ．･ｙヽ、ＷざWぎ口．-パー'．

賤
業
を
締
め
く
く
っ
ぐ
い
・
几

　
参
加
し
’
か
丹
野
さ
ん
（
上

士
幌
中
）
は
、
知
ら
か
い
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
‐
も
ｒ
ｒ
ｓ
？
ー
　
１
″
－
１
１
／
り
ｓ

　
授
業
の
最
後
に
敞
祖
先
犬
と
シ
を
ツ
ご
・
し
て
ゥ
で
’

は
、
周
り
の
人
に
気
を
配
り
し
・
／
を
削
る
の
が
難
し
か
っ
た

思
い
や
る
こ
シ
』
が
大
切
だ
と
し

‘
・
話
レ
七
≒

∩順臨ﾁﾞ証言

Ｌ

つ
皇

ﾂﾞ』
．４

≒

．
孔
ｖ
″
氷

ｙ

私

今
回
ム
ド

刈
ｇ
ｌ
ｊ
‘
‐
’
―
甲

百
行

ス
／ゝど
　　／

心
ｌ

／

を

一 一 一 一

ゝ

‐
－
『
・
‐
　
　
－
　
－
－
－
―
－
‐
‐
‐
―
‐
－
－
－

‐
－
‐
‐
ｌ
ｊ
ｌ
・
―
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
‐
１
‐
‐
ｊ
ｊ
ｌ
‐
‐
‐

　
野
球
部
で
は
、
中
学
生
と
高
校
生
合
同
で
２

つ
に
分
か
れ
て
ノ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

２
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
人
数
が
少
な
く
、

当
’
ｔ
副
ツ
く
福
数
丿
淳
限
ド
レ
濡
す
ド
ハ

頑
張
っ
て
い
ま
し
へ
卓
球
部
は
、
試
合
形
式
一

で
ケ
ー
ー
ム
を
し
て
い
ｒ
、
．
本
番
の
‘
よ
う
な
気
迫
一

岬
／
（
い
刈
・
で
プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
・
テ
ニ
ス
同
好
ご
は
ー

紺４
,
&
Ｊ

聯

□同

行れ　と

-－-－－----－の介流映卸

霖試されさが

森みれやれ作
貼とた学｀っ

‾し‾校にた

にてそ祭高ス

通八.仰のラ
う弘で視ヽ･イ

瓦前今様年ド

井大年･が間が
悟学絹縮のド

郎
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
上
映
さ
れ
か
。
瓦
井
さ
ん

け
「
上
高
て
し
か
味
わ
え
な

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
玉
高
を
盛
り
ト

言
行
号

ｊ
ｌ
ペ
ダ
て

ご
聡
ゆ

汗水

、

ツ　　　　，-I
よ

j
｀≒ノ

暗
い
中
で
一
生
Ｅ
か
に
影
言
回
し
ぺ
刎
大
型

気球の繋留を行う気球側
言説ブ

プ二二言二

先
生
に
体
験
入
学
の
感
想
を
編
集
後
記

聞
い
た
と
こ
ろ
『
６
６
人
も

来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。
挨

拶
で
も
言
っ
た
が
、
⊥
高
の

自
慢
は
生
徒
会
や
部
活
動
の

生
徒
、
先
ケ
ぶ
が
熟
心
な
こ

と
。
ま
た
、
安
心
で
信
頼
で

き
る
学
校
も
白
備
の
ひ
と
つ

ぜ
ひ
今
日
来
た
中
学
生
に
は

ト
高
に
来
て
も
ら
っ
て
兜
背

燃
焼
し
て
も
ら
い
た
い
』
と

話
し
て
く
れ
た
。
。

ス
ー
ッ
イ
ド
ン
ョ
ー
の

　
　
　
　
　
　
制
作
秘
話

　
七
高
の
紹
介
ス
ー
フ
イ
ド
け
、

動
画
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
端
場
感
が
あ
り
、

と
て
ち
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
制
作
の
裏
で
は
菅

野
君
へ
３
ハ
）
と
駒
形
刄

　
（
２
Ａ
｝
が
放
課
後
遅
く
ま

で
残
っ
て
作
り
上
げ
た
作
品

　
今
回
は
、
い
つ
も
の
’
紙
面
・

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
、
見

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。
‐
‐
‐

そ
．
の
た
め
体
験
授
業
の
’
様
子
一

の
ー
郎
苔
く
こ
ご
が
で
き
な
ー

か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
感
想
一

を
言
き
た
い
と
思
う
。

　
理
科
の
授
業
で
は
「
復
元

匪
界
の
縫
に
迫
る
」
1
‐
1
邑
を

分
け
る
細
胞
」
と
い
ｙ
　
一
ノ

ー
の
テ
ー
マ
で
夜
業
が

い
ご
七

わ
れ
た
．
．
目
の
錯
覚
を
１
月

し
た
も
の
や
光
の
ー
・
’
．
厚

ゴ

ど
の
授
業
を
し
、
中
学
生
ｊ

と
て
も
興
味
深
で
聞
い

’
‘
　
　
　
　
　
　

言
』

　
英
語
で
は
、
新
明
先
生
と

山
1
‐
‐
1
先
生
が
授
業
か
担
当
し
、

た
，
英
語
で
の
自
己
紹
介

』
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め

逼
伊
．
ｙヅ

　
パギ 否否r

&ナ
哭

玉

　
一
月
三
一
日
、
三
年
生
に

と
っ
て
最
後
の
行
事
で
あ
る

予
競
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
謝
を
伝
え
よ
う
と
生
徒
会

執
行
部
が
中
心
と
な
り
企
画

を
立
て
、
準
備
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
最
初
は
ク
イ
ズ
大
会
。
ク

ラ
ス
対
抗
戦
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
全
員
が
不
正
解
に
な
っ

て
し
ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ

た
り
全
員
が
楽
し
く
参
加
で

き
た
ｙ
ｌ
ム
と
な
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
賞
品
は
三
年
生
か
受

け
取
り
ま
し
た
。

次
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ク

ラ
ス
ス
テ
ー
ジ
。
－
Ａ
は

　
「
少
年
時
代
」
を
大
合
唱
。

Ｉ
Ｂ
は
「
欽
ち
ゃ
ん
の
仮
装

大
賞
」
で
大
爆
笑
。
２
Ａ
は

成
人
式
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇

で
、
こ
れ
ま
た
大
爆
笑
。
２

Ｂ
は
踊
り
と
合
奏
で
、
元
気

の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
三
年

生
は
上
高
で
の
思
い
出

を
’
授
業
に
見
立
て
て
表

現
。
中
に
は
涙
声
に
な
っ

て
い
る
先
輩
も
い
ま
し

た
。
　
鰻
後
は
、
在
校
生
に

よ
る
合
唱
二
郎
立
ち
の

日
に
」
ｃ
　
ス
ラ
イ
ド
を

見
る
先
輩
達
か
ら
は
笑

い
声
も
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
、
三
年
生
代
表
の

挨
拶
で
池
谷
さ
ん
は
、

　
「
後
輩
迪
に
任
せ
る
の

は
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、

素
敵
な
予
鰻
会
を
作
り

上
げ
る
の
を
吃
て
安
心

Ｌ
』
皿
『
　
付
言
。
。
万
万

亙
づ
わ
け
昧
づ
牡
｛
痢
心
瓊
四
プ
〈
」

…
…
¨
｛
｛
｛

数
一
作
回
覧
ｔ
が
ヽ
よ
Ｈ
ニ
ニ
、

2
L
L
2
_
r
.
n
y
￥
r
o
'
f
4
F
j
S
a
l
聡
へ

ヤ
ｎ
ー
ゲ

　
　
説
違
式

ぐ
証
娃
二

工
場
応
ぼ

『
ｗ
ｌ
ｒ
’
？
９
〕
１

づ
鳴
揖

〔
安
全
上

開
壮
士

で

貝
爪
柏
が

Ｘ
’
乙
万
ど
か

汽
っ
ｚ
な
ハ
ー
嘔

白
｝
享
ん
に

　
ず
シ
宸
ｌ
防
ヤ

｀
へ
り
ー
ｌ
ｔ
私

ｘ
%
¥
｛
４
｝
’
‐

ド
浙ニ

ト･j

‐
－
‐
－
－
－
‐
　
‐
‐
‐

　
一
コ
月
四
日
（
裡
－
｝
－
、

一
、
二
年
生
を
対
象

に
第
一
多
目
的
室
で

三
年
生
か
自
ら
の
体

験
談
を
話
す
機
会
が

あ
っ
た
。
今
回
、
代

表
に
選
ば
れ
た
の
は
、

古
賀
さ
ん
、
白
石
圭

さ
ん
、
白
石
は
る
か

さ
ん
、
菅
野
さ
ん
、

故
谷
さ
ん
、
佐
藤
亜

さ

ん

の

七

名

き

り

ま

高

で

過

金
庫
さ
ん

時
間
を
ぎ

で
使
い
、

ご
し
た
三

間

を

敲

り

ん

だ

畜

を

し

た

途

っ

た

～

‰ ､ ．

の

支

え

て

く

へ

の

感

謝

の

涙

ぐ

む

ら

れ

た

も

後

ま

で

後

輩

た

ち

が

学

い
い
／

　
』
ト
ｆ
』

　
句
ノ

ｊ
ｗ
’
β
’
ｆ

爪
…
…
Ｗ
’

　
ヘ

き
ー
り
が

Ｌ
怜
…
‥
押

肪
｝
早

J

s

’
1
7
N
l
l
l
l

い
草
に
出
九

中
、
辛

一
年
間

Ｌ
ー
’
心

　
｛
Ｊ
″

４
ｙ
Ｋ
，
　
～

思
。
か
ふ
岬
ｒ
｀

場
面
も

の
の
、

輩
に
自

ん
だ
事

目
い
旧
ノ

Ｈ
り
ー

白銀の世辞

牛
工

μ
栂
凶

ｌ
ｏ
Ｅ

代
口
Ｓ

爪
リ
リ

V｣
!
r
g

即
祁
紺
豆
油

力
’
＼

　
t
3
‐
‐

し冊
‐
ひ

　
二
月
一
目
（
金
）
、
雲
ひ
と

つ
な
い
青
空
の
下
、
糠
平
ス
キ
ー

場
で
ス
キ
ー
遠
足
が
行
わ
れ
た
。

　
出
発
前
の
生
徒
達
は
、
ス
キ
ー

ウ
ェ
ア
に
身
を
包
み
楽
し
そ
う

だ
っ
た
。
六
割
の
生
徒
が
ス
キ
ー

を
レ
ン
タ
ル
し
た
の
だ
が
、
ス

キ
ー
ブ
ー
ツ
で
ー
－
足
が
痛
い
」
、

ス
キ
ー
を
履
く
の
が
「
面
倒
く

さ
い
」
と
思
う
生
徒
も
い
た
の

で
ぱ
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ス
キ
『
－

場
に
は
本
別
高
校
の
生
徒
が
ハ

十
名
い
ま
し
た
が
、
平
日
だ
っ

た
た
め
リ
フ
ト
も
ス
ム
ー
ズ
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

班
行
動
の
生
徒
と
レ
ッ
ス
ン
を

編
集
後
記

局
員
が
少
な
く
、
取
材
活
動

受
け
る
ク
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ス
キ
ー
の
上
手
い
人
は
次
々
と

リ
フ
ト
に
乗
り
、
楽
し
そ
う
に

滑
っ
て
、
い
ま
し
た
。
講
師
の
一

人
で
あ
る
長
屋
先
生
は
体
重
移

動
の
か
け
方
や
基
礎
基
本
を
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
か
け
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

た
生
徒
は
、
み
ん
な
午
後
か
ら

リ
フ
ト
に
乗
り
、
楽
し
く
滑
石

こ
≒
が
て
き
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
良
い
天
気
で
ス
キ
ー
遠

足
が
行
わ
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

三
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
行
事

は
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
ら
≒

た
く
さ
ん
の
笑
い
が
あ
る
と
て

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
た
め
、
も
良
い
時
間
だ
っ
た
と
思
い
立

　
［
兼
官
」
『
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
す
。
こ
の
予
訣
会
を
裏
で
懸
命

で
し
た
。
し
か
し
、
今
日
、
こ
に
支
え
て
く
れ
た
生
徒
会
執
行

う
し
て
あ
と
一
分
で
三
十
号
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
九
分
を
作
る
に
あ
た
り
、

「
予
競
会
」
、
‐
1
ス
キ
ー
遠
足
」

そ
し
て
⊇

傭
滝
材
し
ま

メ
イ
ン
と
な

部
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し

ノ
⑤
ブ

を
少
し
で
も
多
く
吸

�
�
�
づ
Ｊ

熱
心
に
語
っ
た
。

　
［
な
ん
で
も
話
せ
る

真
の
友
を
持
つ
」
や

　
「
支
え
て
．
も
ら
え
る

人
間
に
な
る
」
と
い

う
先
輩
の
言
葉
に
は

殲
拠
が
あ
る
と
思
っ

た
。
多
く
の
先
輩
方

か
ら
は
、
「
一
年
の

時
か
ら
も
っ
と
将
来

の
事
を
考
え
て
過
ご

せ
ば
良
か
っ
た
」
と

後
悔
す
る
声
も
蘭
か

れ
た
。
介
の
私
た
ら

と
同
じ
よ
う
に
、

　
「
進
路
意
識
も
低
か
っ

た
こ
と
先
輩
が
語
っ

た
体
験
談
に
は
、
共

感
で
き
る
部
分
が
数

多
く
あ
り
、
進
路
に

つ
い
て
も
う
一
度
真

剣
に
考
え
る
良
い
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
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